
甲南ぶらぶらガイド

　甲南大学に入学して、約半年。時の流れとはずいぶん早いもので
すね。

　入学当初の私は、授業合間の空き時間の過ごし方・居場所も見つ
けられず、一人おろおろしていることも多かったのですが、今ではそ
れなりに選択肢も広がり、自分なりの暇つぶしの場所も見つけました。

　今回は、そんな私の正規ガイドには載っていない、ちょっと変わった
『甲南』の楽しみ方を紹介したいと思います。

謎の４号館

こちらは『４号館』です。

　正門を出てすぐ、真正面に位置する校舎なのですが、知名度
はかなり低いようです。　・・・なんの施設なんでしょうか？

　その他、校舎の新旧・名付けられた号数や、その配置には疑
問や突込みどころが満載なので、みなさんも一度、暇つぶしに
調べてみてはいかがでしょうか？



こちらは『書籍部』です。

　堅苦しい専門書や、講義で必要なテキストはもち
ろん、砕けた読み物まで（漫画以外は）色々あって、
普通の本屋と変わらないですね。

　雑誌コーナーでは多くの立ち読み客を見かけま
す。店内に置かれた椅子に座って、のんびり長居
する客も多いようですが・・・・　一応、全部売り物な
んですよ！！　図々しい客が多いようですね。（私
も、その一人なんですが）

甲南　第二図書館・第二グラウンド

こちらは『憩いの広場』です。

　旧・グラウンドだったこの場所は、５号館にその
場所を一部渡し、現在はちょっとした広場として、
学生さんだけではなく、一般の人も気軽に利用し
ているようです。

　学生部に行けば、ボールなどの貸し出しもして
いるそうなので、「ちょっと体を動かしてみたい」と
思っている、アウトドアな学生さんはぜひ一度り
利用してみては？



本家購買部！？

こちらは『購買部』です。

　生協の入り口に、ひっそりと構えているお店です。「なんか
やってるなぁ」とは思っても、実際立ち寄る機会もなく、新入
生は知らないことが多いのではないでしょうか？

　ここに勤める方（上・写真）は、なんと、５０年以上も甲南に
勤めている、９０歳・現役のスーパーおばあちゃんなので
す！！

　とても気さくな方なので、一度、立ち寄ってみてはいかがで
しょうか？　きっと、貴重な甲南の昔話の数々が聴けますよ。



自転車置き場

ここは『自転車置き場』です。

　ずいぶんとたくさんの方が、自転車通学をしていらっしゃるよ
うですね。屋根も何もない、野ざらし・露天置き場ですが、利用
している方は多いようです。

　甲南大学の位置する場所は、閑静な住宅街。　娯楽施設は
もちろんのこと、コンビニひとつ、買出しひとつにしてもちょっと
遠い距離。　低燃費で、小回りの利く自転車は便利で重宝する
かもしれません。　　

　しかし、忘れてはならないのが、岡本周辺のこの地形！！
　駅からの道のりはもちろん、キャンパス内においても坂道
（それもかなりの傾斜！）の絶えることのないこの地域で、
自転車を利用するのは、かなりしんどいかもしれません。

　♪行きはよいよい、帰りは・・・（もしくは、その反対）　　
「坂道の法則」を肌で感じることができるでしょう。今日も多
くの学生さんたちが、その若さと体力で！この学園まで乗り
切ってくるのでしょうね。



キャンパス内どこでも舞台

「そんな便利な施設を使わない手はない！」と、有効利用して
いる（？）団体さんを発見しました。割と最近に発足されたとの
噂の、「ストリートダンス系」のサークルさんです。ガラスの鏡効
果を利用して、今日も自分たちの動きをチェック！　　　　

　お姉さんたちのこの日の活動場所は体育館の入り口でした
が、本当に「何かをやりたい」という気持ちと、仲間が集まれば、
どこでだって、なんだって楽しめる場所になるし、いろんな人が
集まってくる大学は、自分次第で目いっぱい楽しめる環境だと
いうことを改めて感じました。

　みなさんも、いろいろ探して、見つけて、自分なりの居場所・
楽しみ方を見つけてくださいね。

　　　　　　　　　　　　　　　以上、『甲南ぶらぶらガイド』でした。

こちらは『甲友会館』です。

　生協・学館などの建物の奥に、燦然と輝くこの新しい建物は、
きれいなホールがあり、クラブなどの公演や発表会などに利
用されています。

　半鏡としての機能を果たすこのピカピカガラス（勝手に命名）
は、建物の開放感と、日光の反射・吸収の役割を果たすなど、
えらく近代的なイメージがします。甲南キャンパス内のおしゃ
れな建物によく使われていますね。
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